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Social and economic changes keep cities changing. The vitality of urban areas has been 
somewhat lost in Japan, especially after the burst of the economic bubble, along with the 
arrival of the'depopulating society'. To cope with this problem, various projects are 
proceeding under a newly established framework of urban regeneration. This trend is 
also observed in other countries, and Korea is a good example of a country undergoing 
marked changes. The purpose of this study is to examine the framework and reality of 
the urban regeneration projects in Korea, extracting their features and summarizing them 
with a view to finding constructive suggestions for Japan. Japan led the way in ur ban 
regeneration and Korea certainly learnt from it. However, these days there are examples 
in the Korean system that Japan can look into, such as decentralization of power, 
sustainability and public interest. 
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1 · はじめに
社会経済状況の変化によって都市はその

姿を変えていく。 工業化の進展による製造
業を中心とした都市の成り立ちから、 今や
脱製造業の産業構造へと変化しつつある。

日本においては、 産業構造の転換だけで
なく、 バプル経済の崩壊も都市に大きな変
動をもたらした。 つまり、 士地神話の終焉
や不動産の不良債権化、 都心の空洞化など
の問題が引き起こったのである。

また、 人口減少の時代の到来により、 都
市の活力はさらに低下している。 このよう
な転換期にあって、 都市の活力を取り戻し｀
競争力の強化を図るために「都市再生」は
重要な課題として認識されるようになった。

日本では、 2002年6月から「都市再生特
別措置法」が施行され、 本格的に都市再生
が動き出した。 これと時期をともにし、 都
市計画法と建築基準法の改正が行われ、 い
わゆる「都市再生3法Jが出揃った。

このような動きは日本のみならず、 隣の
国、 韓国でも見られている。 韓国では、 20

05 年 12月に韓国版都市再生法である「都
市再整備の促進のための特別法（以下、 都
市再整備法という）」が成立し、 施行中で
ある。 これにより、 衰退する地域の住環境
改善、 基盤施設整備、 都市機能の回復等を
生活圏単位で効率よく図れるようになった。

本論文では、 韓国における都市再生に関
する政策や法制度を概餓するとともに、 都
市再生関連事業の現状を把握して、 日本の
都市再生との相違や特徴などを明確にし、

日本への示唆をまとめることを目的として
いる。 また、 この研究は、 主に文献調査と
現地インタ ー ビュ ー を通じて行った。

2. 都市再整備法の背景と経緯
都市再整備法による都市再生関連政策は、

本来ソウル特別市＇の条例による地域均衡発
展のための事業手法に由来する。

ソウルは韓国の首都として長期間にわた
って人口や産業、 都市機能等が集中してお
り、 早くから形成された旧市街地は、 脱製
造業の産業構造の変化や老朽化などにより
衰退し、 新市街地はサービス業を中心とし
た集積によりますます繁栄するなど、 市内
の地域問格差が開く一方であり、 その是正
が急がれている。 とりわけ、 漢江（ソウル
の中央を東から西へ流れる川）を中心にし
て北側 ii の 1日市街地は住宅の老朽化と基盤
施設の不足が問題となっており、 1980年
代以降に開発され整った町並みと高級な（主
宅を有する、 漢江の南測とは対照的である。

｀ノ J'··,

漠江
＾・( ‘’』 , 18市街地

）ニヤ｝ー、 一

り
(

’ ’ '＾● 9 

.，.，9,● -'， 

’ \ .，
i 

｝＇ 噸 9:、シI
I”令 '../ · •` · 9 '" 

新市街地-二→—-々又：：一':;:砂
, • ←-→ 

図1 ソウルの新旧市街地の位置関係
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